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1．はじめに 

テラヘルツ(THz)波は，物質同定や分光，イ

メージング等が可能であり，将来の非破壊検査

技術として期待されている。一方で，比較的大

きな吸収率を示す物質の計測を実現するため

には，十分に高強度で簡便な THz 波発生器が

ないことが課題となっている。光注入型 THz
波パラメトリック発生(is-TPG)技術は，高強度

出力かつ室温動作，波長可変動作が可能であり，

有望な THz 波発生技術の 1 つである[1]。一般

的に，励起光のフォトンエネルギーが大きいほ

どフォトリフラクティブ(PR)効果による非線

形光学結晶の光損傷が発生しやすい。そのため，

is-TPG においても長波長の励起光を用いて PR
効果を抑制することで、高い THz 波平均パワ

ーを実現できる可能性がある。これまで is-TPG
において 1.064 µm 以外の励起光波長を用いた

実験や知見がほぼないため，今回 1.534 µm を

励起光に用いた is-TPG での THz 波発生および

波長可変性の実証を行ったので報告する。 

2．実験方法 

Fig. 1 に THz 波発生系の概略図を示す。波長

1.534 µm の分布帰還形レーザ(DFB-LD)の光出

力を変調器を用いてパルス化した後，Er 添加

ファイバアンプ(EDFA)および独自の平面導波

路型増幅器により増幅し，励起光として用いた

[2]。励起光のパルス幅は 220 ps，繰り返し周波

数は 25 kHz，平均パワーは 7.2 W である。注

入光は平均パワー500 mW の連続光であり，外

部共振器レーザ(ECLD)の光出力を EDFA によ

り増幅することで得た。5 mol% MgO 添加

LiNbO3結晶に対して，波長 1.534 µm の励起光

と，1.543 µm ~ 1.554 µm の注入光を，ノンコリ

ニア位相整合条件を満たす角度で入射した。

THz 波出力の波長可変性を都度の光軸調整な

しに得るために，注入光の光学系は回折格子と

レンズペアを用いたアクロマチック光学系を

導入することで，波長変化に対して位相整合角

が最適に調整されるように構築した。出力され

た THz 波は焦電センサにより検出した。 

 
Fig. 1. Experimental setup for THz generation. 

3．結果 

Fig. 2 に注入光の波長を走査したときの THz
波出力強度を示す。1.2 THz ~ 2.5 THz の THz
波の発生に成功し，注入光が 1.548 µm のとき，

平均パワー100 µW の THz 波が得られた。  

 
Fig. 2. Frequency dependence of THz output. 
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